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一般廃棄物（ごみ）処理基本計画改定案に関するパブリックコメントの基本計画への反映について（修正対象部分の頁番号で並べ替え） 

 

意見要約 本市の考え方 計画改定案の該当部分 修正内容等 

○ 一般廃棄物の用語を定義してほしい。 
いただいたご意見を踏まえ、一般廃棄物について用語の説明を追

加いたします。 

（２頁） 

（記載なし） 

（２頁） 

用語の定義に【一般廃棄物】を追加。 

○ リサイクル率の算出式で，分母に本市リサイクル量を加える必

要はないのか。 

算出に当たっては分母にも本市リサイクル量が含まれておりま

すが、リサイクル率の算出方法を分かりやすく表現するために、

いただいたご意見を踏まえ、新たに図を追加いたします。 

（３頁） 

（記載なし） 

（３頁） 

＜図＞リサイクル率の算出方法 を追加。 

○ より明確な表現として次のとおり提案したい。 

７頁 上から５行目 ５万６千トン「増」 

７頁 上から７行目 約 10ポイント「減」 

７頁 上から９行目 ６万６千トン「増」 

９頁 上から 14行目 「べきかについて、」 

10頁 上から４～５行目 「より一層」３R推進に 

10頁 から 14行目 「転換をさらに」 

いただいたご意見を踏まえ、一部の文章を修正いたします。 

（７頁） 

5万 6千トン ～ 

約 10ポイント ～ 

6万 6千トン ～ 

（９頁） 

リサイクルを進めていくべきか    、～ 

（10頁） 

今なお    ３Ｒ推進に取り組む余地が～ 

転換の取組みをさらに～ 

（７頁） 

5万 6千トン増～ 

約 10ポイント減～ 

6万 6千トン増～ 

（９頁） 

リサイクルを進めていくべきかについて、～ 

（10頁） 

   より一層３Ｒ推進に取り組む余地が～ 

転換    をさらに～ 

○ リデュース・リユースの単語はなじみが薄い。 

今後も、３Ｒの意味や重要性について、分かりやすい広報に努め

てまいります。また、いただいたご意見を踏まえ、「３Ｒ（スリ

ーアール）」の説明を追加いたします。 

（８頁） 

（記載なし） 

（８頁） 

「３Ｒ」についての説明を追加。 

○ ごみ総量など数字では具体的なイメージが湧かない。日常的に

取り組みを記載するなど具体的な取り組み内容を示してほしい。 

○ １人１日あたり家庭ごみ 450ｇの目標が分かりにくい。容量で

も示したらどうか。 

○ 目標値の説明がもっと分かりやすいとよい。 

○ 新たな目標「1 人 1 日当たり家庭ごみ量 450 グラム以下」につ

いては、資源物等の重さを除いた重量だとはっきり分るようにし

た方がよい。 

○ 家庭ごみ１人１日当たり 450 グラムが多いのか少ないのか判断

がつかない。 

いただいたご意見を踏まえ、目標項目の説明や１人１日当たり家

庭ごみ 450 グラム達成に向けた取組みの具体例等について、文

章・図等を追加いたします。 

（12頁） 

（記載なし） 

 

 

（13頁） 

（記載なし） 

 

 

（巻末資料） 

（記載なし） 

 

（12頁） 

＜表＞ごみ総量等の実績と新たな目標 に生活

ごみ・事業ごみ等の内訳を追加。 

 

（13頁） 

＜図＞目標達成に向けた取り組みのイメージ 

について、説明文を修正。 

 

（巻末資料） 

＜表＞１人１日当たり家庭ごみ 450 グラムの考

え方等について を追加。 

○ 実施検討すべき施策が、どの目標値とつながっているのか分か

りやすくした方がよい。 

施策の基本的な方向性と目標項目・目標値の関係を分かりやすく

表現するために、いただいたご意見を踏まえ、計画の構成を一部

変更するとともに、新たに図を追加いたします。 

計画構成（第２章） 

３ 改定計画の基本目標 

４ 施策の基本的な方向性 

 

（14頁） 

（記載なし） 

 

計画構成（第２章） 

４ 改定計画の基本目標 

３ 施策の基本的な方向性 

 

（14頁） 

＜図＞施策の基本的な方向性と新たな目標の関

係 及び説明文の追加。 

○ 「生ごみのたい肥化容器や家庭用電気式生ごみ処理機による…」

とあるが、電気を使わない生ごみ処理機もある。電気式に限らず

「家庭用生ごみ処理機」としてほしい。 

各家庭での生ごみ減量・リサイクルの取組みは、段ボールを用い

たたい肥化など、様々な方法が考えられることから、いただいた

ご意見を踏まえ、一部の文章を修正いたします。 

（15頁） 

家庭用電気式生ごみ処理機 による各家庭での

～ 

（15頁） 

家庭用電気式生ごみ処理機等による各家庭での

～ 

○ マイバッグ・マイはし・マイボトルの持参について、どのよう

な場所で使用するのか具体的に明らかにしてほしい。 

いただいたご意見を踏まえ、一部の文章を修正いたします。また、

今後も分かりやすい広報啓発に努めてまいります。 

（15頁） 

長寿命で省エネルギー型の物を大事に使用する

こと、               マイバッ

グ・マイはし・マイボトルを持参   すること 

（15頁） 

長寿命で省エネルギー型の物を大事に使用する

こと、日常的な買い物や外食をする際にマイバッ

グ・マイはし・マイボトルを持参し活用すること 

資料１別紙 
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意見要約 本市の考え方 計画改定案の該当部分 修正内容等 

○ 簡易包装については、製造・販売事業者への働きかけが重要。

「製造等事業者」「製造者等」という記載があるが、「製造・販

売等事業者」や「製造者・販売者等」という表現が適当。 

いただいたご意見を踏まえ、一部の文章を修正いたします。 

（15頁） 

国や製造   等事業者 に対して、引き続き問

題を提起し、要望していきます。 

 

（16頁） 

また、製造     者等が～ 

（15頁） 

国や製造・販売 事業者等に対して、引き続き問

題を提起し、要望していきます。 

 

（16頁） 

また、製造・販売事業者等が～ 

○ 地域課題の解決に向け、具体的な取り組みを明記するとともに

目標を設定した方が分かりやすい。 

○ 16 頁 分別の徹底「具体的な行動に結びつきやすい広報や普及

活動に努めます。」とあるが、「地域へ出向いての指導」等、も

う少し具体的な表現が望ましい。 

いただいたご意見を踏まえ、一部の文章を修正いたします。 

なお、具体的な施策内容等については、様々な広報啓発の中で、

市民・事業者の皆さまに分かりやすく周知を図ってまいります。 

（15頁） 

具体的な行動に結びつきやすい広報や       

                    普

及啓発に努めます。 

（15頁） 

具体的な行動に結びつきやすい広報や地域に出

向いて直接働きかける啓発活動など積極的な普

及啓発に努めます。 

○ 「エコにこショップ・オフィス」について記載がないが、登録

事業所のフォローや情報の充実等について検討してほしい。制度

の知名度を高め、認定がメリットになるよう検討してほしい。 

○ 環境に配慮している事業所に対して、本文では「イベントなど

での支援」しかないが、簡易包装やごみの少ない商品を推進する

事業者・販売者に何らかのインセンティブを与えるような具体的

な支援の仕組みを検討してほしい。 

いただいたご意見を踏まえ、一部の文章を修正いたします。 

（17頁） 

環境に配慮している事業者の具体的な取組みな

どについて、さらなる周知に努め、イベントなど

でのごみ分別などの取組みについて、支援しま

す。（右欄文章に差し替え） 

（17頁） 

エコにこショップ・オフィス認定事業者など、

様々な認証制度を活用して環境に配慮している

事業者の具体的な取組みなどについて、さらなる

周知に努めるとともに、取組みの拡大に資する具

体的な支援策を検討します。 

○ 温室効果ガス排出量の数値目標が必要。 

○ 温室効果ガス排出量の定量評価手法の確立と導入に期待する。 

今回の計画見直しにあたり、低炭素都市づくりについては、現行

計画に掲げる取り組みを引き続き行うことが妥当であるとして、

従前の表現を踏襲しています。なお、定量評価手法の検討に当た

っては、ごみ処理の各工程における排出量の把握が不可欠なた

め、今後の検討に資するために、一部の文章を修正いたします。 

（18頁） 

～、収集運搬から最終処分までの各工程の    

温室効果ガス排出量の      定量評価手

法の導入を   検討します。 

（18頁） 

～、収集運搬から最終処分までの各工程における

温室効果ガス排出量の算定手法及び定量評価手

法の導入について検討します。 

○ 次の項目について今後範囲を広げてもらいたい。 

20頁 教育・啓発活動の推進の対象に高校生と大学生を含める。 
いただいたご意見を踏まえ、一部の文章を修正いたします。 

（19頁） 

計画期間中に成人を迎える小学生・中学生    

       を対象として、 

（19頁） 

次代を担う、      小学生・中学生などの

子どもや学生等を対象として、 

○ 次の項目について今後範囲を広げてもらいたい。 

20頁 各まつり（区民まつり，町内会まつり等）においても分別

の啓発を働きかける。 

いただいたご意見を踏まえ、一部の文章を修正いたします。 

（19頁） 

市民・事業者のごみ減量・リサイクル推進の取組

みが広がるよう、三者の連携によるイベントやキ

ャンペーンを開催します。              

                        

         

（19頁） 

市民・事業者のごみ減量・リサイクル推進の取組

みが広がるよう、三者の連携によるイベントやキ

ャンペーンを開催    するとともに、既存の

イベント等においてごみ減量・リサイクル推進に

係る働きかけを行います。 

○ ごみ処理に係る費用（全額，人口割）を広報し，市民の関心を

高めてほしい。 

 

今後も分かりやすく、より関心を持たれるような広報に努めてま

いります。また、いただいたご意見を踏まえ、ごみ処理費用に係

る資料を追加いたします。 

（記載なし） 
（巻末資料） 

巻末資料にごみ処理費用を追加。 

○ 他の政令市などと比較してどの分野の減量が進んでいてどの分

野が進んでいないのか、分るように示してほしい。 

市町村によるごみ減量・リサイクル推進の取り組みは、それぞれ

の地域の特性に合わせて進められており、単純な比較は難しくな

っています。 

ただし、今回新たに追加した目標項目「１人１日当たり家庭ごみ」

は、比較的容易に比較・検討できるため、いただいたご意見を踏

まえ、指標の考え方等に係る資料を追加いたします 

（記載なし） 

（巻末資料） 

「１人１日当たり家庭ごみ 450 グラムの考え方

等について」を追加。 

 


